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｢もみ塔にたてて」再考
一『きのふはけふの物語』の場合一
仙 波 光 明
０．はじめに
束の奥より都にのぼったびとが、「お茶をもみ塔に点てぁ」とは「漣う良
う（紅葉）」たてることだと⑪説H月表聞き、故郷に帰ってから「漣く典く」
と説明して失敗するという醐歴笑山話は、当時の東国では形容詞ウ音便力量使
われない傾向力噛かつたことを証言す為謡として知られてい為。一方、『さ
のふはけふの物語』の場合には､東国の人は無関係であり、都（あるいは上
方）の人物の話として読まねばならない。ウ音便を使わずに失敗した、この
話が都の人物の話として成立したのはなぜであろうか｡これまで③注釈では、
『到垂笑』を引き合いに出すだけで、このような視点からの見方を消極的に
せよ示したも切はなかったように訓うれる。
この小謝では、次のようなことを述べる。
『きのふはけふの物語』の「もみ篭に点てて･･･」の話は、
①京の中での出来事と苫えて解釈を試みなければならない。
②都の人間が､もったいぶった大袈裟な物言いをしようとして失敗した。
③こめ話でも、音便形と非音便形は、文体の相違を示すもとして柊擁
している。
④漢語の使用も文燭旨標として群Eし、話のおかしさを強化する役割も
果たしている。
｜･天理図書館蔵古活字+行本の場合
現存す為『きのふはけふCI)物語』（以下、『さのふ』とする）のう路最も
古いと目されてい為天理図書館蔵古活字H丁本的本文（噺本大系による）を
まず見ておこう。分かり易くすぉた勘に表記在変えて示す。
(1) １９１-
Ａある人寺へまいる。長老さま出相たまひて、寄特の餌I誼り、まづま
づ制茶参らぜよ、もみ塔にたてて参らせ寂と仰せらるる。割司いて不審
す。もみ塔にとは何事にて御唾候と叩。こう袋う（潰う良う・紅葉）と
阜心にてと管へらるる。もっともとて樵じて、この人客を得たらは、是
を言ふて一つこばさうと愚ひて、巧むおりふし、さる人尋ねらるる。細｜
尋かたじけな<侯、まづ餌喋参らせよ、もみ港にと言ひつくる。窯cりご
とく不審して問ふ。濯ぐ良くと牢義理塔やと言はれた。
この本文では、「ある人」がど臣の苣ちか、どこに住んでいるのかは示さ
れていない。読者が『醒I軍笑』切咄を知っていれば、「束の国」の人と思っ
て理解するか‘もしれない。一方、「ある人」を上方の人間として前まなけれ
ばなら葱いょいう根拠もまた無いとも言える。しかし、寺の長老(住H鋤が、
「濃う良う」という形容詞ウ音便を使っていることから、話の発端は者Ｋす
くなくとも上方であったと見ておくのが妥当であろう。また、小さな相違で
はあるが『醒i垂笑』では、「態とちか付の友を呼」んでいるのに対し、「あ
る人」は客CD来訪があったら「こぱそう」として待ちかまえているだけであ
る。その客に対して剛I尋かたいけなく1カ段形軽売可の非音便形を使ってい
る点には注庫しておきたい。非音便形の使用は「濃く良く」だけではないの
である。
ところで、こ刎寺代の形割司ウ音便／非音矧ｆの使用については、『ロド
'ノゲス日本大文典』の次の記jdiが参考になろう。
ＯAy (アい) , E y (エい) , I y (イい) , o y (オい) , v y (ウい）
に終る形容動詞において,Y６(良う),Amo(甘う),Nm,'(縄う）
などの如く、６（オう)｡(ァう),n(ゥう）に終る語根⑱変わりに，
Xi叫朋（白く),Nag叫u(長く,MＩ畑qu(短く）なとfの如く雪査言英
のOu(<)に終る形を用ゐる。（関東または坂東）
この、主は、それが「関東または坂東」ぬとこ郡こあるために、１６郵己後
半の関東で形容詞的ウ音便が使われていなかったことを証言す為ものとして
利用されてきたように感じられる。形容詞の津用形にウ音便を使うかどうか
は、口本禰を東と西に分け為とき叫計票の一つであり、ロドリゲスはぞれを
-１９０- (乳）
支持してくれるからである。しかも、いつの間にか､近畿圏およびその周辺、
そして幽円本では形容詞ウ音便を使うのが普通であり、そうしないのは共通
調の影響を受けて読吾体系が変化したた紬だと考え為ようになっているよう
にも思われ鳧。
しかし､視点を変えてロドリゲスの記述を読み直してみると､都において、
少なくとも吾き言葉としては非音便形が使われていたことが述べられてし､る
ことに、今更ながら気づかされる．ここから当時の都において、場面によっ
ては口頭語でも形容詞適荊形に非音儲影が現れていたことを想像することが
できる。
あらた勘てＡの本文に戻って考えてみよう。「あ為人」は客を迎えての挨
欺こ制尋空迄L2lﾅなく偽と述到或儀をただすかめような応対産している。
虎明本狂言においてこのような場合‘p挨拶が「かたじけなふござ鞠」ぬよう
にウ音便の形をとっていることを見為と、こめ「ある人」が卿便した物言い
をしていること力獺像できる。「濃く良く」と言ってしまったのもいささか
無理をして威厳をもって話そうとしたためであったろう。「もみだ」ぬ説吠
をする際にも、長老が「こころにて」と和語を用いているのに対し、「ある
んは「義理ぢゃ」と涛吾を用いているのも、それをうかがわせる。なお、
このような場面での形容詞原形の使用については、北原（1973）にすでに下
記的ような撒闇がある。
錦古文の中に（形観可の）原形が氏いられ為のは、
ｉ話し手が刷敢左もってかまえている場合(話し手が高齢者の場合力聯
い）
ii話し手が聞き手に距離をおいて他人行儀に職っている場合
iii話し手にとって聞き手が偉い人のため、話し手がかしこまっている
場合
などが多いということができそうである。
斗脱（1973）
Ａにおし､て「ある人」がことさら威厳壷示そうとしたのは、「もみ毎にた
てる」という言い回しを知っていること左自慢するためであり、そのた肋に
(3) ･１3９
普段呂い欄れない呂菊遇いをして失敗したということであろう。威儀をIEし
だ掘る舞いをする場では、、常③口苅高であるウ音便の形は避け荘ければな
らない言い方で鞆つた･
２．大英回当造本以降の本の場合
次に、天即図古甫齢睨攝宇｜行本に続く、大典図耆館本凌見てみよう‘こ
こでも姉みやすさを考慮して翻宇した屯の壷示す。なお、大英図苫館職古活
字'一行本に純<、刈谷市立図書館餓古活字八行本や大東急記念文庫蔵古活字
’一行本も大英図雪館本と壺要な変化はない③で、いちいち触れ器ことはし
ない。
Ｂ紙人寺へ参る.長老御監じて｢j琴群州'痴旨｣とて繭じ紺て、
こげ１
｢まづまう茶進上申せ。もみ塔にたてて参らせよ」と仰せら為る。ｌﾋﾉ、
間て不審していろいろ案じて済まず，いやいや問ふは一たんの恥と馬
ひ、踵老椴に問ひ申せば「こうようと中心にて」と仰せける。「もつと
ママ
も」ｋ感じ、帰為さに知る人的所へ立より、かの或己ふくしにて「抑ち
や一服たまはれ」と言へば、「心得たる」とて台子に向かひければ、「も
み溝にたてて御恵にかけられよ'注言ふ｡亭主も小性も合川丁かず、「い
かなるいはれぞ」と尋けれは「こくよくと言ふ藁理慈や」と言われた。
Ａに対してＨでは、「ある人」は口分の家へ帰る途中で知人的とごみに立
ち寄る。しゃれた言い方左覚え、すぐにでもそれを披露しようとしたことに
なってし､るめ罐。「ある人」は都に生んでいる人物泥と受け取為②がもつと
屯口然であろう。もちろん、「あ魯人｣は東国から都へ上って滞在巾であり、
宿へ帰る途中に知り合いのとこ墓へ立ち寄ったと考えることもできるかもし
れない。しかし、そのように考えなければならない柵処は見当たらないと言
えよう。（『聰垂笑』では「束の奥より都にのぼりたる人」「本国に帰り」
と＝かれている。）
(4)-１8８
とこ名で、Ａには使われておらずＢに現れ為表現として「御意にかけられ
よ」②存在を樹間してお産う。こめ表現に対して、岩波古典大系CD頭注では
「御心づかい下さい。宜しくお願L,します。」とし、東洋文庫CD現代語訳で
は「もみぢに点ててくだされよ」としているだけである。両者共に重要な点
を見落としているように思われるそれは、「御意」の主体である。『日葡
辞耆』によれば、卿意ニカケラルル」とは、「貴人が私の家においでにな
る、または、私に或る物を下さる」②意であり、これ力猫常の使い方である
ならば、噸l意」の主伽ま身分の高い人であり、少なくとも目上の存在でな
ければならないだろう。寺謬りの帰りに急に京ち寄る(三とができる相手であ
ったかどうか。
念的ために、『きのふ』（大東急記念文庫本）で「御意」がどのように使
われてい患力稚か坊ておこう。ﾄに示すように刷I意」の聿体は、将軍（①
③）、鄙曽⑬）、医師⑭）、謹父（⑤）、封丁（⑥）、間呂（⑦）とな
っている。①̅③は貴人と呼ばれ為にふさわしい人物であり、④⑥はある稲
の権威を持つ人物であろう。それに対して、⑤は親とはいいながら子から大
切にされているわけではない。⑯Ｄ筒呂に対しては客と見た上で馴寺遇であ
る。
①くわうけんゐん殿の御時、有上人、一段と御ゐに入給ひ、まい日祖lしゆ
つしなさる篭。（将琉の御意）（上巻訓話）
＊くわうけんゐん殿…光卿兄殿｡犀利I言代将軍矧軍.永禄八年(156R)
没。
②将くん皇を間肋し、もっともの事にて候へ共、心やすくはなし申たきと
の事にて候と、さいさん御ゐあれは、ごのうへは、ちから及はすとて、御
らくたし給ふ。（将軍の御意）（上巻酔話）
③さるちしき、御こしなさ札御なけきはもっともなれ共、あふはわかれ
②もと燕こて候思坊しきりたまひて､跡／、左念比に御とふらひ膜へと、
けふくんあれは、御ゐのことく我らも存候へとも、（知識＝蔵曽の御な）
（上巻24詔）
④御ゐのこ注ぐ、我らかよふては御さらぬ女ともにあたへ候と、叩た。
（顔色衰ｿ、いかにもらうらうとしたる人から竹田法眼へ）（上巻閲話）
(5) １８７
⑤少も御ゐにしたかうまひ、此申ふん、御心にあたり假は魁、所の代くた
んへ卿土、御あけ候へ（子から養父へ）（下巻５話）
⑥いまよりは老{曽したひにして、かう／、かかんよふそと、仰わたされけ
れは、御ゐかL,こまり刺嘆、（了＝新発意から奉行へ）（ド巻５話）
⑦おふせはいかほとそと、とへは、その事にて候、おもてむきは、我／＼
もすきの道にて候へは､いかやうにも御ゐしたひにて候、（傾城〔＝遊女〕
から客と荊丞んだ僧侶へ）（下巻5８:3)
このように柵点」の主体が「貴人」とlま言えない場合もあるが、原則と
しては茜し手より高位にある人としてよいだろう。
この詔の話り手が、ここで閥恵」的語を使用させていおのも、曹恐使い
領れない場違いな言葉を使うことにより牛まれてくるおかしさを意図してし、
たのではないかと考えておきたい．
３．まとめ
『きのふ』の「もみ剛こ点て為」話では、形容詞非音便形が威儀を正す必
要がある場で②表現にふさわしい文倒酎票として#鮪Eしているのであむ、慣
れない言葉適いをしようとして失敗する、そCD表現左補強す番ために｢御瀬」
「義理」段いう灘酩援用されている。Ⅷ意」が天理図耆館蔵古活字州丁
本では使われていないのに、大英図書館本以降に使われている事実もそれを
証明するであろう。『醐垂笑』では､地域による言葉の違いが笑いをうんだ。
『きのふ』では、地域の情報を失ったために、言葉遣いそのものから生じる
おかしさを補強する必要があったのであろう。仙波（19紺）で論じた、話を
より面□くするために言葉を補うということが、この話でも行われてい為の
であろう。
-１８６ (も）
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